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シ ナ 布 の 研 究
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2 シナ繊維の顕微鏡による観察
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染色について
　4種の染料を使用して染色した。
　何れも染色性は良好である。地色がシナ布独特であるので結果は，草木染めのような感じにな
った。この染色性を生かして型染め（写真25）などによって地色の茶褐色と調和させながら染色
すると一層美しく表現することができる。
4　シナ布の特徴と用途について
　シナ布の原料が樹皮せんいでありそのまま糸づくりをし，布に織っただけに糸が太く布目も密
でない。粗布と布の地色（糸に茶褐色の濃淡がある）が調和して美しい。特に，中からにじみ出
る美しさであろうか。性能から考えると，太い糸を使っているにもかかわらず布は軽い。強度に
ついては天然せんいの植物せんい共通の湿度が高くなるに従って強くなる。吸水性も良好である。
私が特に防しわ性をしらべたのは，帯にした場合結んでもすぐ伸びたこと，弾力性があり，ふく
らみができる（自分で経験）から，どの程度の防しわ性があるかを実験したのである。摩擦係数
についても，衣服と共に用いる場合に要求されることは，或程度のすべり易さである。手づくり
の太い糸を使ってはいるが，なめらかである。織るときに海草のりをつけることも一っの原因と
なるだろう。染色性の点その他綜合して考えるとその用途は広範囲となる。衣料（特に帯），小
物，ハンドバック，帯〆，洋服用ベルト，洋服のアクセントとして，また丈夫さを必要とする部
分に，スリッパ，ゾーリの表張り等，また住居のかべや天ばり，テーブルセンター，のれん等，
天然の植物が持っ性能や感覚の面から考えると，人間と共に生きる材料であることを痛感する。
しかしシナ布をっくる時間や労力，原料の不足，生産量の不足などを考えると，最も効果的に用
いることが望ましいと思う。
5　今後の問題
　特殊の織物だけに一般の人がわからない。シナ布をつくる人が次第に減少していること。若い
女の人は他の仕事を好む。男子は出稼ぎが多くなり，シナノ木を伐ることや皮ヘギなど，男の力
を必要とす作業ができないので，シナ皮を得ることが困難になった。大きな問題は労力に対する
コストが低いことである。46年度のシナ布1織（66m）の価が2万円だといって前年度より値上
りしたことを喜んでいた。労力に対する当然の報酬であり，その技術に対して，生産への高いコ
ストが望ましい。その場合当然生産者が増えるものと思う。現在はことわりきれない程の注文が
あるとのことであるが，同時に技術面の改善工夫や能率的な作業の面を考えてこれからの発展に
大いに力を注ぐことを希望する。一っの産業として，また貴重な伝統工芸として。
お　わ　り　に
　4年間にわたったシナ布にっいての研究概要を述べたが，残された研究のあることを反省して
いる。年間を通しての作業であり，季節に適合させながら進めていくので其の時期をはずすと調
査は次年に持ち越すことになる。殊に伝統技術だけに正しく受け止めてこれを理解することのむ
ずかしさを痛感した。豪雪の時期に宿泊しながら村人の中に入って研究したこと，と同時に村人
の温かい人柄に接し得たことも大きなよろこびであった。
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　時代の進歩と共にシナ布の使命も変ることであろう。このシナ布が，現在および将来に於て多
くの人に愛用される意味に於ても，生産する人々は大きな力で創意工夫をしながら前進されるこ
とを希望する。シナ布に心を引かれて研究をっづけて来たが今後も研究を深めたいと思う。私の
小さな研究がいくらかでも役立てば幸せである。
　この研究に当り，地元の伊藤うめさん始めその他部落の皆さん。また，民俗学の森谷周野さん
シナ布を提供していただいた佐藤三郎さん，県立見附繊維工業試験場の宮島勉さん。本学の木藤
先生その他御協力いただいた方々に厚くお礼を申し上げて，ささやかな研究報告を終ることにす
る。
　　昭和46年7月20日
